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第第第第 1111 章章章章    第第第第 2222 次次次次嘉手納町嘉手納町嘉手納町嘉手納町観光振興基本計画の策定の方針観光振興基本計画の策定の方針観光振興基本計画の策定の方針観光振興基本計画の策定の方針    

    

１．計画策定の背景１．計画策定の背景１．計画策定の背景１．計画策定の背景    

    

現在、嘉手納町への来訪者は嘉手納基地を展望できる「道の駅かでな」や比謝川でのアクテ

ィビティ、広域からの集客がある商店街の飲食店舗など、多くの観光客が立ち寄るスポットが

存在しています。イベントの開催により、音楽のまちとしての認知度も高まっています。今後

さらに知られざる資源の活用を図り、観光による地域づくりが課題となります。 

また、本町には、歴史文化を生み出してきた先人たちの歴史が多く残ります。琉球の英雄と

して三代目屋良大川按司、阿麻和利、琉球音楽のルーツとなる幸地亀千代・奥間盛正、沖縄空

手の大家喜屋武朝徳などの足跡や、現在も音楽、芸能、美術や技術・工芸などで活躍する方々

を輩出してきました。このような文化的強みを背景とすることも、本町の価値を今後さらに高

めていくことにつながると考えます。 

 

本町では、2013(平成 25 年)度から 2017(平成 29)年の 5 年間を計画期間とする「嘉手納町観

光振興基本計画」に基づき、「嘉手納の魅力を再発見！みんなでとりくむ交流のまちづくり」の

実現に向けて、施策を展開してきました。観光を通じて人々が交流することによる効果として、

来訪者の消費活動による地域経済の活性化や雇用の創出などの効果が得られること、資源の活

用により地域の価値を再認識し、誇りやアイデンティティの醸成につながることが考えられま

す。所謂観光事業者だけでなく、農水産業、商工業、教育福祉など幅広い分野、多様な主体の

参画による、より良い地域づくりを観光により進めていきたい。この「観光地域づくり」の考

え方のもとで、嘉手納町の観光を考えていきます。 

    

２．計画策定の目的２．計画策定の目的２．計画策定の目的２．計画策定の目的    

 

2013(平成 25)年から 2017(平成 29)年の 5 年間を計画期間とする「嘉手納町観光振興基本計

画」の計画の終了年である 2017（平成 29 年）度を迎えることや、沖縄県の入域観光客数の大

幅な増加、特に外国人観光客の増加など、沖縄県及び嘉手納町の観光を取り巻く状況の変化も

見られることから、これまで進めてきた各施策を検証し、観光地域づくりを推進するための第

２次嘉手納町観光振興基本計画を策定することを目的とします。 
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３．第３．第３．第３．第 2222 次観光振興基本計画の位置づけ次観光振興基本計画の位置づけ次観光振興基本計画の位置づけ次観光振興基本計画の位置づけ    

    

「第 2 次嘉手納町観光振興基本計画」は、嘉手納町の上位計画である第 4 次嘉手納町総合計画

及びその他の関連計画と密接に関連し、かつ国及び沖縄県の観光関連計画等との整合を図り、進

めるものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．計画期間４．計画期間４．計画期間４．計画期間    

 

 本計画の計画期間は 2018(平成 30)年度から 2024(平成 36)年度までの 7年間とします。 

 

 

嘉手納町観光振興基本計画 
 

個別計画 国の観光政策 
・観光⽴国推進基本法 
・改正沖縄振興特別措置法 
・沖縄振興基本方針 

県の観光政策 
・沖縄 21 世紀ビジョン 
・沖縄 21 世紀ビジョン基本計画 
・沖縄観光振興基本計画（第 5 次） 
・沖縄観光推進ロードマップ 
・沖縄 MICE 振興戦略 

整合・連携 

第 4 次嘉手納町総合計画 
 計画期間 基本構想：平成 21 年度から平成 30 年度までの 10 年間 

前期基本計画：平成 21 年度から平成 25 年度までの 5 年間 
後期基本計画：平成 26 年度から平成 30 年度までの 5 年間 

基本理念 支え合い、人づくり、安心、賑わい 
将来像   ひと、みらい輝く交流のまち かでな 
（観光に関連した）基本方向 活き活きとした生活と賑わいを育むまちづくり 

  

都市計画マスタープラン 
 

緑の基本計画 
 

住宅マスタープラン 
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第２章第２章第２章第２章    観光を取り巻く動向観光を取り巻く動向観光を取り巻く動向観光を取り巻く動向    

    

１．国の観光動向１．国の観光動向１．国の観光動向１．国の観光動向    

 

 国では、経済強化、地域活性化、雇用機会の増大などの効果を期待し、観光立国の実現に向けた施策

の総合的かつ計画的に推進してきました、平成 18 年に「観光立国推進基本法」が成立したのを機に、

2012 (平成 24)年には「観光立国推進基本計画」（2012(平成 24)年度～2016(平成 28 年)度（5年間））を

閣議決定、2016(平成 28年)には「明日の日本を支える観光ビジョン」（2016(平成 28)年 3月明日の日本

を支える観光ビジョン構想閣議決定）を策定しました。 

 さらに、観光は我が国の成長戦略の柱、地方創生への切り札であるという認識のもと、拡大する世界

の観光需要をとりこみ、世界が訪れたくなる「観光先進国・日本」への飛躍を図るとともに、観光立国

の実現に関する施策の総合的かつ計画てきな推進を図るため、新たな「観光立国推進基本計画」（2017(平

成 29年)度～2020(平成 32 年)度（4年間））が閣議決定されました。 

  

【観光立国の実現に関する施策についての基本的な方針・目標】 

①国民経済の発展①国民経済の発展①国民経済の発展①国民経済の発展    

観光を我が国の基幹産業へ成長させ、日本経済を牽引するとともに、地域に活力を与える。 

②国際相互理解の推進②国際相互理解の推進②国際相互理解の推進②国際相互理解の推進    

観光を通じて国際感覚に優れた人材を育み、外国の人々の我が国への理解を深める。 

③国民生活の安定工場③国民生活の安定工場③国民生活の安定工場③国民生活の安定工場    

全ての旅行者が「旅の喜び」を実感できるような環境を整え、観光により明日への活力を生

み出す。 

④災害、事故等へのリスクへの備え④災害、事故等へのリスクへの備え④災害、事故等へのリスクへの備え④災害、事故等へのリスクへの備え    

国内外の旅行者が安全・安心に楽しめる環境をつくり上げる。観光を通じて東北の復興を加

速化する。 
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（１）国内観光・旅行の推移（１）国内観光・旅行の推移（１）国内観光・旅行の推移（１）国内観光・旅行の推移    

 

2016(平成 28)年の日本人国内延べ旅行者数は 6億 4,108 万人（前年比 6.0％増）となり、うち宿泊旅

行が 3億 2,566 万人（前年比 4.0％増）、日帰り旅行が 3億 1,542 万人（前年比 8.1％増）となりました。

過去 7年の推移をみると、日本人国内延べ旅行者数は、宿泊・日帰り旅行ともに、横ばいの傾向となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）国内旅行消費額（２）国内旅行消費額（２）国内旅行消費額（２）国内旅行消費額の推移の推移の推移の推移    

 

 国内旅行消費額については、2014(平成 26)年は対前年で減少したものの、2015（平成 27）年、20168

平成 28）年ともに増加し 20.9 兆円となりました。過去 7 年の推移をみると、日本人国内延べ旅行者数

の傾向と同様に、国内旅行消費額は横ばいであるといえます。 

日本人海外旅行（国内分）や訪日外国人旅行等による消費額を含めた国全体の旅行消費額の推移をみ

ると、過去 3 年間で訪日外国人の消費額は急速に増加し、旅行消費額全体の約 15％を占めるようになっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年

国内旅行全体 63,130 61,253 61,275 63,095 59,522 60,472 64,108

宿泊旅行 31,753 31,356 31,555 32,042 29,788 31,299 32,566

日帰り 旅行 31,406 29,896 29,720 31,053 29,734 29,173 31,542

0
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2011 2012 2013 2014 2015 2016

宿泊旅行 日帰り 旅行

19.7 19.4
20.2

18.4
20.4 20.9

資料： 観光庁「 旅行・ 観光消費動向調査」

（ 兆円）

出典

出典
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（３）訪日外国人旅行の受入れ状況（３）訪日外国人旅行の受入れ状況（３）訪日外国人旅行の受入れ状況（３）訪日外国人旅行の受入れ状況及び消費額の推移及び消費額の推移及び消費額の推移及び消費額の推移    

    

 訪日外国人旅行者数は 2011 年頃より年々増加し、2016(平成 28)年は過去最高となる 2403 万 9,053 人

（対前年比 21.8％増）を記録しました。また、訪日外国人旅行者の消費額では、2016(平成 28)年の一

人当たり消費額は 15 万 5,896 円であり、これに訪日外国客数を乗じて算出される訪日外国人旅行消費

額は、3 兆 7,476 億円（対前年比 7.8％増）と推計され、過去最高となりました。 

2011(平成 23)年頃からの訪日外国人旅行者数の増加に伴い、消費額も増加傾向にあり、国内観光・旅

行市場における外国人旅行者の重要性は増しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（（（４４４４））））延べ宿泊者数（全体）及び外国人延べ宿泊者数の地方ブロック別対前年比延べ宿泊者数（全体）及び外国人延べ宿泊者数の地方ブロック別対前年比延べ宿泊者数（全体）及び外国人延べ宿泊者数の地方ブロック別対前年比延べ宿泊者数（全体）及び外国人延べ宿泊者数の地方ブロック別対前年比    

 

2016(平成 28)年の地方ブロック別延べ宿泊

者数について、対前年比でみると、北海道及

び沖縄地方では増加となりました。また、外

国人延べ宿泊者数は、10 地方のうち９地方で

伸びており、特に四国地方の伸び率が高くな

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.8%

-7.4%

-2.0%

-5.3%

-2.9% -0.8% -1.6% -1.7%

-5.0%

10.6%

22.7%

18.2%

3.1%

16.2%

-3.3%

9.6%

18.0%

46.0%

4.2%

21.7%

-20%

-10%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

延べ宿泊者数

外国人延べ宿泊者数

資料： 観光庁「 宿泊旅行統計調査」

注１ ： 2015年(平成27年)の確定値と 2016年(平成28年)の速報値を比較し た

延べ宿泊者数平均対前年比 -2.0%

外国人延べ宿泊者数平均対前年比 8.0%

北海道 東北 関東 北陸信越 中部 近畿 中国 四国 九州 沖縄

出典

出典
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（５）地方ブロック都道府県別外国人延べ宿泊者の国・地域別構成比（５）地方ブロック都道府県別外国人延べ宿泊者の国・地域別構成比（５）地方ブロック都道府県別外国人延べ宿泊者の国・地域別構成比（５）地方ブロック都道府県別外国人延べ宿泊者の国・地域別構成比    

 

2016（平成 28）年における地方ブロック別外国人延べ宿泊者について、国籍別にみると、中国からの

宿泊者が三大都市圏を中心に４地方で、韓国からの宿泊者が九州を中心に２地方で、台湾からの宿泊者

がそれ以外の４地方で高い比率を占めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

24%

13%

28%

12%

5%

27%

11%

15%

12%

21%

22%

38%
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1%
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6%

11%

4%

3%

4%
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38%

38%

24%

29%

45%

26%

16%
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北海道運輸局

東北運輸局

関東運輸局

北陸信越運輸局

中部運輸局

近畿運輸局

中国運輸局

四国運輸局

九州運輸局

沖縄総合事務局

中国 台湾 韓国 香港 オースト ラ リ ア タ イ アメ リ カ 欧州 その他

資料： 観光庁「 宿泊旅行統計調査」

注１ ： 欧州は英国・ フ ラ ンス・ ド イ ツの３ カ国

出典
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２２２２．．．．沖縄県の観光動向沖縄県の観光動向沖縄県の観光動向沖縄県の観光動向    

    

（１）沖縄県の観光動向（１）沖縄県の観光動向（１）沖縄県の観光動向（１）沖縄県の観光動向    

    

沖縄県では、平成 22 年に県民が望む沖縄の将来像を示した「沖縄 21世紀ビジョン」を策定し、2012(平

成 24)年に今後の沖縄振興分野を包含する総合的な基本計画である「沖縄 21 世紀ビジョン基本計画」及

び具体的取組をまとめた「沖縄 21世紀ビジョン実施計画」に基づき各種事業を推進しています。 

また、観光を県経済のリーディング産業と位置づけ、沖縄県観光振興条例（1979(昭和 54)年条例第

39 号）第７条に基づき、1976(昭和 51 年)度より４次にわたり観光振興基本計画を策定し、基盤整備等

を進めてきました。 

また、あわせて、2002(平成 14 年)に国が策定した沖縄振興計画における分野別計画とし３次にわた

る観光振興計画を策定し、具体的な取組を進めてきた結果、現在、国内有数の観光・リゾート地として

の評価を得ています。 

近年の動向を踏まえ、持続的に沖縄観光を維持・発展させ、更に今後とも沖縄観光が県経済を牽引し、

わが国の経済発展にも寄与していくためには、国内外市場の戦略的開拓や環境と共生する観光地への展

開、沖縄観光ブランドの構築などに積極的に取り組んでいく必要があることから、平成 29年３月に「第

５次沖縄県観光振興基本計画 改訂版」を策定し、この基本計画に掲げる目標の達成を目指し、官民一

体となって観光振興施策を推進していくために、「沖縄観光推進ロードマップ」も策定しています。 

 

第５次沖縄県観光振興基本計画 改訂版 

＜将来像＞ 世界水準の観光リゾート地 

洗練された観光地としての基本的な品質を確保する

とともに、独自の観光価値を発揮することにより、

アジア・太平洋地域における競合地との比較対照の

中で「沖縄／OKINAWA」のポジションが確立され、国

内外において高いブランド力を保持する観光リゾー

ト地として認知された状態となっている。 

＜施策の基本方向＞ 

(1)多様で魅力ある観光体験の提供 

(2)基盤となる旅行環境の整備 

(3)観光産業の安定性確保 

(4)効果的なマーケティング 

(5)推進体制の再構築 

 

 

 

 

 



第 2 章 観光を取り巻く動向 

8 

 

 

（２）民泊への取組み（２）民泊への取組み（２）民泊への取組み（２）民泊への取組み    

 

2017(平成 29)年６月に、「住宅宿泊事業法（民泊新法）」が成立し、家主が都道府県などに届け出れば、

ホテルや旅館が原則として営業できない住宅専用地域においても、民泊事業ができるようになりました。

その区域や期間を自治体の条例によって制限できるものです。急増する外国人旅行客の宿泊先不足が見

込まれるため、民泊をその受け皿とすることが期待されます。 

沖縄県において、2018(平成 30)年２月議会に条例案を提出し、県条例の制定の動きがあります。また、

沖縄県内では修学旅行での民泊や、体験交流と地域活性化を目的とした民泊の実績を多く有しています。

今後、民泊新法を受け、受入民家が広がることで、離島や過疎地等で交流人口を増やし、地域の活性化

の起爆剤となる可能性が見込まれます。 

 

（３）観光地域づくりに向けた取組み（３）観光地域づくりに向けた取組み（３）観光地域づくりに向けた取組み（３）観光地域づくりに向けた取組み    

    

観光庁では、地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに地域への誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の

視点に立った観光地域づくりのかじ取り役として、日本版 DMO の構築が進められています。沖縄県にお

いて観光に関する推進組織体はほぼ法人格を有しており、市町村単位の観光協会及び周辺市町村連携に

おける DMO 設立の動きは広がっています。 

  

（４）沖縄県の観光発展の推移（４）沖縄県の観光発展の推移（４）沖縄県の観光発展の推移（４）沖縄県の観光発展の推移    

    

2016（平成 28）年度（暦年）の入域観光客数は 861 万 3,100 人となったことで前年度実績 776 万 3,000

人を 85 万 100 人上回り、11.95％の増となりました。 

この内、国内客は前年度実績から 26 万 9,200 人(+4.3％)増加の 653 万 1,000 人、外国客は 58 万 900

人(+38.7％)増加の 208 万 2,100 人となりました。 
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出所： 沖縄県「 平成28年度観光統計要覧」出典
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（５）外国人観光客数の推移（空海路別）（５）外国人観光客数の推移（空海路別）（５）外国人観光客数の推移（空海路別）（５）外国人観光客数の推移（空海路別） 

 

全体として円安傾向であったことに伴い、訪日旅行需要が高かったことに加え、官民一体となった継

続的なプロモーションの展開等による航空路線の拡充や、クルーズ船の例年より長い運航期間と寄港回

数の大幅増などが入込増の主な要因と考えられます。 

台湾、韓国、香港は安定して増加、中国本土は、天津や杭州など新規路線を含む航空路線の拡充とク

ルーズ船の寄港回数増により、空路・海路客ともに大幅に増加し、いずれも過去最高の入込となりまし

た。2016(平成 28)年度は、訪日旅行需要の高まりに加え、東アジアの主要国・地域において航空路線拡

充の動きがあることや、クルーズ船の寄港回数増が予定されていることなどから、引き続き、好調に推

移するものと見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）観光入込客数（（６）観光入込客数（（６）観光入込客数（（６）観光入込客数（2016(2016(2016(2016(平成平成平成平成 28282828))))年度年度年度年度    月別）月別）月別）月別） 

 

2017(平成 29)年度８月の入域観光客数

は、100 万 2500 人と、100 万人を超える勢

いとなり、単月での過去最高を更新しまし

た。また、2016(平成 28)年度は前年度に続

き、全ての月で過去最高を更新したことに

加えて、60 万人以上を記録しており、11

月から2月までのボトム期の底上げが進ん

できています。 
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出所： 平成28年版沖縄県「 観光要覧」出典

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

海路 119.4 82.0 72.1 98.6 54.3 59.5 71.0 27.3 98.6 136.0 146.3 131.2 118.9 144.0 191.5 240.4 506.8 698.3

空路 106.8 112.0 111.8 66.6 54.5 63.4 66.9 69.5 90.2 101.0 99.9 151.6 182.5 238.5 435.7 745.6 1,163 1,430

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

空路 海路

出展： 平成28年版観光要覧（ 年度による集計）

H23７ 月中国

数次ビザ開始

新石垣空港

「 南ぬ島石垣

空港」 開港

那覇空港新国際線旅客タ ー

ミ ナル那覇ク ルーズタ ーミ

ナル共用開始

出典
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（７）観光客入域状況（７）観光客入域状況（７）観光客入域状況（７）観光客入域状況((((年度年度年度年度))))    

 

国内客の入域状況(年度)については、国内

旅行需要は全体として、堅調に推移しました。

東京方面が 3,268,400 人と約半数を占めて

おり、次いで関西方面が 1,373,200 人、福岡

方面が 821,300 人と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）外国客入域状況（年度）（８）外国客入域状況（年度）（８）外国客入域状況（年度）（８）外国客入域状況（年度）    

 

国別の外国客入域状況(年度)としては、台

湾が 652,100 人と最も多く、次いで韓国が

452,000 人、中国本土が 435,400 人などとな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台湾

6,521,000

31%

韓国

4,520,000

21%

中国本土

4,354,000

21%

香港

2,181,000

10%

その他

3,715,000

17%

（ 出店： 平成28年度沖縄県観光要覧）出典

東京方面

32,684,000人

49%

関西方面

13,732,000

人

21%

福岡方面

8,213,000人

12%

名古屋

5,477,000人

8%

その他

6,295,000人

10%

（ 出店： 平成28年度沖縄県観光要覧）出典
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（９）初回来訪率とリピーター率の推移（９）初回来訪率とリピーター率の推移（９）初回来訪率とリピーター率の推移（９）初回来訪率とリピーター率の推移 

 

初回来訪率とリピーター率の推移（年度）では、2016(平成 28)年度はリピーター（2回目以降）率 84.8%

と近年増加傾向になっています。また、訪問回数の増加に伴い、「観光地めぐり」から「保養・休養」

へ活動の内容が移行傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

（（（（10101010）平均滞在日数の推移）平均滞在日数の推移）平均滞在日数の推移）平均滞在日数の推移 

 

国内客の平均滞在日数については、2016(平成 28)年度で「3.78 日」であり、近年横這い傾向です。 
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※出所： 沖縄県「 観光統計実態調査」

※H15年度、 H18年度は航空機内で行っ た大規模調査による数値
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※出所： 沖縄県「 平成27年観光統計実態調査」 （ 会議、 研修、 仕事、 帰省親戚訪問を除く 上位８ 項目）出典
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（（（（11111111）観光客一人あたりの県内消費額）観光客一人あたりの県内消費額）観光客一人あたりの県内消費額）観光客一人あたりの県内消費額    

 

観光客一人あたり県内消費額（年度）をみると、観光収入は、観光客一人当たり県内消費額が微減と

なったものの入域観光客数の大幅増により、前年度と比較して 9.6％の増加となりました。一人当たり

県内消費額が微減となった背景として、県内宿泊施設利用を伴わないクルーズ船客増加による影響であ

る考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（（（12121212）宿泊施設タイプ・延べ宿泊者数の推移）宿泊施設タイプ・延べ宿泊者数の推移）宿泊施設タイプ・延べ宿泊者数の推移）宿泊施設タイプ・延べ宿泊者数の推移 

 

2013(平成 25)年以降の延べ宿泊者数は、概ね横這いの傾向となっています。また、宿泊施設タイプ別

でみると、リゾートホテルの延べ宿泊者数が最も多くかつ増加傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

宿泊費, 

22,766円, 

30%

交通費, 

10,350円, 

14%

土産・ 買物費, 

16,436円, 22%

飲食費, 16,711

円, 22%

娯楽・ 入場費, 6,667円, 9%

その他, 2,367円, 3%

総額総額総額総額

75,297円円円円

※出所： 沖縄県「 平成28年観光統計実態調査」出典
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※出所： 沖縄県「 平成28年観光統計実態調査」出典
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（（（（13131313）修学旅行の入込実績）修学旅行の入込実績）修学旅行の入込実績）修学旅行の入込実績 

 

沖縄修学旅行の入込数では、2011(平成 23)年は東日本大震災による旅行先の振替の影響もあり、校数、

人数ともに過去最高となりましたが、2010(平成 24)年は一昨年の水準に戻りました。2011(平成 23)年

を除くと、2005(平成 17)年からは 2,500 校前後、40～45 万人で推移しています。 
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※出典：沖縄県「平成 28 年観光統計実態調査」 



 

 

 

 


